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１．はじめに  

東京大学の i-Construction システム寄付講座 1)に設

立された協調領域検討会では，インフラ事業管理者

が誰でも利用可能で，長期的に安心して運用管理可

能なシステムの社会実装に向けて検討を進めている．

各建設プロセス段階で WG を立ち上げて議論してお

り，本稿では，設計 WG の河川 SWG で議論した内

容を報告する． 

河川 SWG では、コンサルタント各社が測量・調査

データを各種調査で用いるための加工作業を業務単

位で実施しており，各社手間がかかる状況と，その作

業に要する公共事業費が発生している現状を課題と

とらえている．協調領域が整備される効果の一つと

して各種検討で用いる加工データの一部が公開され，

データの加工作業やモデル化作業に充てる時間を減

らすことにあると言える．これにより，公共事業費を

効果的に使用することが可能となり，また解析結果

等の分析評価に充てる時間が増加し，現状より付加

価値が高いサービスの提供が可能となると考える． 

河川分野における協調領域の検討対象は多岐にわ

たるが，スモールスタートで具体的な課題やあるべ

き姿を議論するために，構造がシンプルな護岸の設

計を対象とした．検討の進め方として，まず護岸の設

計検討時に関連する計画～維持管理段階のプロセス

で，整備すべきデータ連携項目（種類・形状詳細度・

属性情報）を検討した．検討結果にはメーカーや

BIM/CIM ベンダーのヒアリング結果も盛り込んだ． 

整理の方針としては，現状の課題，前工程から円滑に

引き継がれると良いインプットデータ・後工程に引

き継ぐべきアウトプットデータの観点で整理した．

さらに，データ連携先のアプリケーション層の検討

も実施し，それらを将来的にシステムの社会実装に

繋げるための全体像の素案について提案した． 

２．各段階でのデータ引継ぎに着目した検討   

護岸設計に関わるプロセスとして，大きく①河道

計画段階②設計段階（構造計算・護岸基礎の安定性照

査）③設計段階（護岸の景観検討）④設計段階（図面・

数量計算）の４段階のプロセスに分けて，データ連携

項目の整理を実施した．以下に整理した内容を示す． 

①：河道計画段階 

護岸に関するパラメータのうち，法面形状（法勾

配）や粗度係数が河道計画検討のインプットデータ

として取得できればよい．法勾配を含めた護岸形状

は横断測量成果により設定されるが，粗度係数に関

する情報は含まれないため，現地踏査等により護岸

の状況を確認し，粗度係数を設定している現状があ

る．河道計画検討では河道流下能力評価（水理解析）

や河床変動評価（河床変動解析）を実施することで，

護岸設計に必要な設計水深，代表流速，近傍流速が必

要なアウトプットデータとして得られる． 

②：設計段階（構造計算・護岸基礎安定性照査） 

現状は河道計画の報告書を確認して構造計算に必

要なパラメータ設定を行っている．護岸の法勾配情

報の他，①の河道計画の検討結果で得られた設計水

深，代表流速，近傍流速のパラメータを円滑に取得で

きれば検討の効率化につながる．そのほか，土質定数

や HWL 等の水位条件も検討に必要となる． 

また，護岸基礎の安定性照査手法についてはマニ

ュアル 2)に記載があるが，最深河床高が重要なパラ

メータとなる．最深河床高は過去複数年の測量デー

タを収集し，澪筋の変化や最深河床高の経年変化を

分析し，設定している現状があり，手間がかかってお

り効率化が望まれる． 

③：設計段階：護岸の景観検討 

①・②で検討した護岸の形状情報をインプットデ

ータとして，景観パースや VR といったコンテンツ 



 

 

がアウトプットデータとして景観検討に活用されて

いる．景観検討に必要なモデルの詳細情報として，護

岸の色彩情報や凹凸などのテクスチャが挙げられる．

一部は i-部品 Get3)で入手可能であるものの，大部分

はデータ化されていないことが課題である．一方で，

3D の詳細形状の公開はメーカーの抵抗感が強く，光

による陰影を疑似的にモデル化したノーマルマップ

付きテクスチャを活用することが有効と考えられる． 

④：設計段階（図面・数量計算） 

現状，設計した護岸の数量計算時には，張り護岸は

m²単位で計上，積み護岸は m³で計上している．また

図面作成の際，割付図で製品指定はせず，金具連結，

吸い出し防止剤敷設等の詳細は仕様指定で記載する． 

設計成果は施工段階に引き継がれていくが，施工

段階に引き渡すべき 3D モデルの詳細度や属性情報

については不明確であり，また，3D モデルが積算に

リンクしていない課題がある．①～③までの情報を

3D で引き継ぐためには，張り護岸は控え厚を持った

ソリッド形状，積み護岸についてもソリッド形状で

持たせることが考えられる．また，詳細な金具連結や

吸出し防止材敷設の構造は属性指定で付与する方法

が考えられる． 

３．アプリケーションの提案 

データ連携先のアプリケーション層について，各

プロセスにわたるデータ連携の観点と，景観検討に

おける新技術活用の観点で開発の方向性を検討した． 

①：設計段階でのデータ連携 

設計成果物データに XML や JSON 形式で設計・解 

 

ソフトに読み込める汎用的なデータを定義しておき，

パラメータ変更によるトライアル計算や水理解析・

構造解析・数量計算との連携をより円滑に，また入力

ミス等の人為的なミス削減による品質向上を目指す．

連携先のアプリケーションには，例えば 3D パラメト

リックモデリング設計ツールなどが考えられる． 

②：生成 AI を活用した地域景観に合った護岸の選定 

設計者の提示した現況写真，景観構成要素等を踏

まえ，生成 AI が水際の修景後のイメージを作成する．

設計者は，AI が作成したイメージをヒントに，構造

物としての機能要件を満足するように図面・3D モデ

ル等を作成し，護岸選定などの設計を実施する． 

４．おわりに 

河川 SWG ではデータ引継ぎに着目した検討とア

プリケーションを検討してきた．システムの社会実

装に繋げるためには，連携するデータ層とアプリケ

ーション層の連携の仕組みに関してアーキテクチャ

ーを検討することが重要である．そこで全体像の素

案を作成した（図-1 参照）．今後アプリケーション・

データ層の協調領域・競争領域の詳細検討や明確化

を実施するものとする．  
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図-1 護岸設計におけるシステム全体像のアーキテクチャーイメージ 


